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カチャビビ氏は次のように語っている。「国連大学は、政策関連、知識、グローバリゼーション、

平和、安全保障といった重要な分野で、国連のシンクタンクとしての働きをしています。このこ

とに関して、私は特に国連大学が平和と安全保障分野の研究で、国連システムに大きな貢献をし

ていることを嬉しく思っています。ごく最近では、国連事務総長および脅威、課題と変革に関す

るハイレベル委員会に、国連改革の勧告の土台となる文書を提出したことは特筆すべきことで

す」。 

 

国連大学理事会は年 1回理事会を開き、東京を本部とする国連大学の活動や運営を規定する原

則・方針を策定する。理事会の任務は数多くあるが、中でも、世界各地の国連大学のセンターや

プログラムを通じて行われる研究や研修を監督し、大学の予算を承認することが特に重要な任務

となっている。 

 

 
取材ご希望の方は、国連大学広報部、担当：谷野（やの）（TEL:03-3499-2811、03-5467-1311、
FAX: 03-3406-7346; e-mail: media@unu.edu）までご連絡ください。 
 

 

 

国連大学とは 

国連大学は、人類の平和と発展という国連の目的に学術面で寄与する国際的学術機関です。1972

年の国連総会で設立が決議され、1975 年 9 月に活動を開始しました。「大学」という名称ですが、

一般的な意味での大学とは異なり、国連大学の使命とは、国連とその加盟国および国民が関心を

寄せる緊急かつ地球規模の問題解決の努力に学術研究と能力育成をもって寄与することです。東

京の本部のほか世界各地にある直属の研究・研修機関や既存の大学、研究機関、研究者などとの

国際的ネットワークにより活動しています 


